
史
料
と
伊
能
図

っ
す
ん1':

d ι 

るえl

二
O
O
一
年

第
二
七
号

伊
能
忠
敬
銅
像
特
集

伊能忠敬研究会











令

~ 

1伊 i
表

年能ーAI: 

面

fttl 0 

、
5忠 2

お

一紀

よ

'1'敬念

表

一像

び

0 月古日

面
裏

燈立

面
。コ

‘」

碑
文

a .， 

'r 

裏 面

‘喝
さ

銅
像
制
作
者
は
彫
刻
家
・
酒
井
道
久
氏
で
あ
る
.
銅
像
背
面
の
日
本
地
図
は
伊
能
小
図
に
よ
っ
た
.

そ
の
ほ
か
、
多
数
の
皆
様
か
ら
広
く
御
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
.
寄
付
者
御
芳
名
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
収
納

し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
.

ー、、

伊
能
忠
敬
銅
像
建
立
実
行
委
員
会

会

長

ω日
本
測
震
協
会
会
長

喬
員
市
岡
八
鱗
宮
宮
司

同

・

町
全
周
測
録
股
計
業
協
会
迎
合
会
会
長

同
日
本
土
地
家
康
調
査
士
会
迎
合
会
会
長

岡

ω日
本
ウ
オ
1
キ
ン
グ
協
会
会
長

ra
、

同
朝
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

岡

倒

劇

問

俳

優

座

代

表

取

締

役

同

初

日

本

地

図

セ

ン

タ

ー

m事
長

同
月
恩
化
成
隊
式
会
総
代
表
取
締
役
社
長

事
務
局
長
伊
飽
忠
敏
研
究
会
代
衆
理
事

平
成
一
三
年
〈
二

O
O
一
年
)
一

O
月
吉
日

中
川
一
郎

衡
問
興
氷

鈴
木
俊
之

西
本
孔
昭

問
中
康
彦

繍
島
伺
一

古
賀
伸
雄

大
竹
一
彦

総
訟
俊
明

渡
辺
一
郎

(
伊
能
ウ
オ
ー
ク
記
念
)
船
日
本
ウ
オ
1
キ
ン
グ
協
会
有
志
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
有
志
、
朝
日
新
聞
社
、

東
京
都
ウ
オ

l
キ
ン
グ
協
会
有
志
、
月
星
化
成
株
式
会
社
。

(
創
立
四

O
周
年
記
念
)
社
全
国
測
盈
般
酔
業
協
会
迎
合
会
有
志
.

回
日
本
測
量
協
会
・
国
土
地
題
院
職
員
有
志
・
地
図
測
量
関
係
緒
団
体
会
員
有
志
・

(
土
地
家
屋
調
査
士
制
度
制
定
五

O
周
年
記
念
)
日
本
土
地
家
屋
間
査
士
会
連
合
会
有
志
。

{
読
売
新
聞
江
東
支
局
側
役
五

O
周
年
記
念
)
読
売
新
聞
社
・

{
伊
能
忠
敬
ゆ
か
り
の
地
)
千
葉
県
佐
原
市
・
機
芝
町
・
九
十
九
里
町
・

伊
能
忠
敬
銅
像
建
立
に
あ
た
り
、
左
記
の
方
々
か
ら
伊
総
測
量
二

O
O年
記
4
Uな
ら
び
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

趣
旨
を
含
め
多
額
の
御
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
.

伊
能
忠
敬
銅
像
建
立
基
金
寄
付
者
御
芳
名
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、
、
実
測
に
差
響
申
間
敷
候
問
、
右
之
分
而
巳
補
入
い
た
し
候
方
ニ
も
可
有

之
哉
(
注
4
)

こ
の
文
書
は
「
我
が
国
の
属
島
で
あ
る
カ
ラ
フ
ト
島
、
琉
球
、
小
笠
原
諸
島
等

が
洩
れ
て
い
て
は
外
国
人
へ
渡
す
際
に
不
都
合
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
世
に

流
布
し
て
い
る
図
を
補
入
し
た
の
で
は
、
こ
れ
ら
は
実
測
図
で
な
い
か
ら
却
て
伊

能
図
ま
で
も
実
測
し
て
い
な
い
と
の
そ
し
り
を
生
む
。
実
測
し
て
な
い
部
分
を
除

く
こ
と
は
西
洋
で
は
普
通
の
こ
と
で
あ
り
、
属
島
な
ど
の
記
載
が
無
く
と
も
不
都

合
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
蝦
夷
地
の
内
陸
部
に
前
回
健
助
の
地
図
を
以
て
山
野
の

4同

4e書s夢a e 

月
+ 
fz 

俄 安 圃.. 
It ' .f 寺司 ;f.. 
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目炉 且 T 

字究
l' 向

t 
之'"、
t ザp -.. ' 島 4‘ 

? /} 

，、

悲
品ゑコ

主 f失S 
h、

世主 例え

地
名
を
書
き
入
れ
る
の
は
実
測
図
に
影
響
し
な
い
か
ら
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
種
々
の
意
見
が
あ
っ
た
後
の
十
月
、
外
国
奉
行
・
水
野
筑
後
守
等
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
老
中
に
答
申
し
た
。

伊
能
勘
ケ
由
測
量
日
本
図
ニ
ハ
、
蝦
夷
地
嶋
々
之
内
ク
ナ
シ
リ
嶋
迄
ニ
て
、

ヱ
ト
ロ
フ
嶋
不
相
見
、
小

(
7
7
)

蝦
夷
地
、
も
縫
ニ
嶋
形
の
み
記
し
有
之
候

得
共
、
素
よ
り
ク
ナ
シ
リ
、
ヱ
ト
ロ
フ
共
全
嶋
、
北
蝦
夷
地
も
五
十
度
迄
ハ
、

当
今
も
全
く
御
付
属
ニ
御
座
候
、
無
人
嶋
之
儀
ハ
、
古
来
よ
り
御
付
属
之
趣

ニ
申
伝
へ
、
此
程
水
野
筑
後
守
江
御
用
被
仰
付
、
取
調
罷
在
候
竹
嶋
之
儀
も
、

同
様
御
付
属
と
申
伝
候
処
、
元
禄
年
間
朝
鮮
国
江
御
付
与
相
成
候
由
ニ
有
之
、

琉
球
国
之
儀
ハ
、
御
国
井
清
国
江
服
従
仕
居
候
段
、
外
国
人
も
粗
弁
へ
居
候

趣
も
相
聞
候
ニ
付
、
全
く
御
省
ニ
相
成
候
て
ハ
、
後
来
御
不
都
合
之
儀
難
斗

ニ
付
猶
勘
弁
仕
候
処
、
右
琉
球
国
竹
嶋
井
蝦
夷
地
ヱ
ト
ロ
フ
嶋
以
来

(
7
7
)

の
嶋
々
、
同
北
地
ニ
五
十
度
以
北
ハ
、
絵
図
面
着
色
仕
置
候
ハ
¥
御
辞
柄

も
相
立
可
申
且
測
量
行
届
不
申
候
嶋
々
迄
、
補
入
致
候
て
ハ
、
実
測
原
図
ま

て
不
信
用
ニ
可
相
成
と
の
儀
、
無
謂
儀
ニ
ハ
無
御
座
候
へ
共
、
勘
ケ
由
撰
国

連
も
、
必
相
違
無
之
と
ハ
難
申
、
各
国
図
と
も
最
前
ハ
概
略
ニ
て
、
近
年
精

密
ニ
至
り
候
儀
ニ
付
、
悉
く
不
信
用
之
儀
も
有
之
間
敷
、
右
嶋
々
当
今
御
省
キ

相
成
候
へ
ハ
、
後
来
外
国
よ
り
恋
ニ
開
拓
致
候
節
御
辞
柄
相
立
兼
、
蚕
食
之

辞
柄
ニ
屈
し
候
よ
り
も
、
補
入
い
た
し
御
開
拓
御
盛
業
相
成
候
方
可
然
奉
存

候
問
、
前
文
嶋
々
補
入
い
た
し
、
都
て
伺
之
通
り
被
仰
渡
可
然
奉
存
候
(
注
5
)
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要
約
す
る
と
、
「
伊
能
図
に
は
ク
ナ
シ
リ
島
ま
で
し
か
描
写
が
な
い
が
・
ヱ
ト

ロ
フ
島
や
カ
ラ
フ
ト
島
の
五
十
度
ま
で
は
我
が
国
付
属
の
島
々
で
あ
る
。
ま
た
、

小
笠
原
諸
島
、
琉
球
国
も
省
け
ば
不
都
合
に
な
る
。
琉
球
国
、
竹
島
、
ヱ
ト
ロ
フ

島
以
東
の
島
々
、
カ
ラ
フ
ト
島
の
五
十
度
以
北
に
は
着
色
す
れ
ば
問
題
は
な
い
。

測
量
し
て
い
な
い
島
々
を
補
入
す
れ
ば
、
伊
能
図
ま
で
も
信
用
が
無
く
な
る
と
の

















































伊
能
忠
敬
史
蹟
め
ぐ
り

4

伊
能
忠
敬
三
陸
沿
岸
測
量
二

O
O周
年
記
念

「
海
上
引
縄
測
量
の
地
」

記
念
碑
完
成渡

部

健

三

伊
能
忠
敬
が
三
陸
沿
岸
を
測
量
し
て
二

O
O
年
を
記
念
す
る
石
碑
の
建
立
式
典

が
一

O
月
一

O
目
、
岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
町
(
と
う
に
ち
ょ
う
)
大
石
の
出
河
岸

で
行
わ
れ
、
関
係
者
は
、
忠
敬
ゆ
か
り
の
郷
土
史
伝
承
の
熱
い
気
持
を
、
あ
ら
た

め
て
噛
み
し
め
ま
し
た
。
建
立
し
た
の
は
地
元
有
志
で
つ
く
る
伊
能
忠
敬
測
量
二

O
O周
年
記
念
釜
石
地
区
実
行
委
員
会
(
金
沢
二
郎
委
員
長
)
で
す
。

記
念
碑
は
黒
御
影
石
製
。
高
さ
は
三
.
三
五
メ
ー
ト
ル
(
台
座
を
含
む
)
で
、

上
部
に
直
径
六

0
セ
ン
チ
の
地
球
儀
を
載
せ
て
い
ま
す
。
制
作
に
あ
た
っ
て
、
今

春
以
降
、
市
民
か
ら
約
一
八

O
万
円
の
募
金
を
集
め
、
園
、
県
、
市
か
ら
計
一
五

O
万
円
の
補
助
金
を
得
ま
し
た
。

記
念
碑
の
正
面
に
は

伊能忠敬研究第 27号 2001年

「
伊
能
忠
敬
海
上
引
縄
測
量
之
地
」

ま
た
、
側
面
に
は

「享
和
元
年
(
一
八

O
一
年
)
全
国
測
量
中
の
伊
能
忠
敬
は
、
陰
暦
九
月
二
三

日
当
地
に
至
り
、
こ
こ
大
石
出
河
岸
を
基
点
に
、
海
上
引
縄
を
以
て
真
北
の

対
岸
仏
ケ
崎
ま
で
測
量
し
た
。
翌
二
四
日
夜
、
本
郷
に
於
い
て
緯
度
を
観
測
、

『北
極
出
地
三
九
度
一
二
分
』
と
し
た
。
古
老
の
口
碑
並
び
に
調
査
の
結
果

と
し
て
こ
の
碑
を
建
立
し
た
。
」

4 

と
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

- 41 

(
釜
石
市
唐
丹
町
・
伊
藤
要
太
氏
撮
影
)











































『
出
発
』

の

初の実測によるB本会図金作製した伊鮒忠敬

(1745-1818)の楓昆開始200周年を記念した銅

像が， ゆかりの槍である"".区の富岡八細管大鳥

居わきに完成した.来年4月から樽入される 「世

界制地系Jに縫った段初の三角点む斯たに段付ら

れ化.近代目本雄図の組1<.人工衡是を利用 した

息厨のGPS(全地鼠測位システム〉の錨 ..."

概，u見下ろす乙とになる.

。
完
成
し
た
伊
壁
画
宅
三
角
点
偏
差
異
虫
奇
形
の
右
の
申
に
あ
る

@
艇
た
に
段
げ
ら
れ
に
=
一↑角
点
「
雷
同
八
嶋
冨
」

全国の募金で建立富岡八幡宮
20日に除幕

像
弘
行
制
叫
で一
高
さ
2
M
m句
で
、

一

右
手
に
怯
刷
針
捕
の
つ
い
に
削
川
岡
田

一

つ
え
を
持
ち
、
右
雇
宅
一
歩
断
み
出
し

一

た
欝
.

一

誌
で
北
盟
へ
初
め
五
剤
師
一

宵
に
出
拘
切
る
臨
の
平
メ
1
ジ
だ
と
い

一

ぅ

.w簡
の
山
御
挺
句
に
は
忠
倣
剖
作

一

割
し
た
日
本
地
図
が
出
り
込
玖
れ
て
い

↑

る
.

一

伊
飽
忠
政
師
四
舎
や
闇
土
地
剛
出
血
管

一

忠
に
院
長
童
話
章

一

昨
年
3
角
か
ι
h
a
h
m
安
陣
め
、
念
固
か

一

ら
的
2
0
0
0背
同
そ
拒
め
て
山
立
定

一

こ
高
つ
け
た
・

一

置

は

控

室

喜

門

前

仲

町
l
一

了
目
倍
近
に
住
み
、
制
批
盤
円
に
出
る

一

障
に
は
註
〈
の
M
岡
八
酬

g
r多畑
押
し

一

月

一

伽磁の
副
作
脅
は
陪
副
家
の
市
井
辺
久

一

さ
ん
園
串
山恨
の
尚
倣
面
怯
雫
役
の
刊
木

一

勝
臣
が
れ
た
も
の
し
か
凶
っ
て
い
一

な
い
が
、
こ
れ
陪
没
後
に
陥
か
れ
た
岨

一

宮
電
車
ご
ろ
盟
世
に
近
づ
げ

一

る
た
め
、
父
方
の
乎
世
間
町
写
真
も
診
考

一

に

し

た

と

い

う

.

一

間
修
に
あ
た
っ
た
同
系
の
字
隔
で
悌

一

間
艇
の
伊
間
樽
事
ん
は
『
日
本
時
制
が

一

躍

患

に

よ

く

さ

れ

だ

賢

一

が
拶
金
に
陥
れ
レ
て
〈
れ
た
」
と
折
レ
一

て
い
た
.

一

韓

苦

勾

里

町

時

か

ら

a
峡

一

面

「伊
偽
本
倣
字
ん
や
制
町
砂
l
』
で

一

意
前
し
た

1川
崎
剛
事
会
話
酬
川
陣
に

一

土
し
で
叫
愈
ウ
オ
ー
ク
も
す
る
.
-
一

般
の
人
も
開
制
で
惨
加
で
き
る

{椅
副

一

留
は
お
日
午
前
8
叫
に
J
R東
京
駅
丸
一

の
肉
中
央
ロ
に
捕
合
}・

一

足元に 「世界測地系」の第1号
発行部数 I:.!O万節2001 年 !o月 '8日明日続聞東京臨

そのほカ日経、産量町全国臨 雄売の江東腫.東京新聞 東京臨で大きく鋸じられた，

共同通信社がしっかり流したので、!¥!方紙で取り上げたと ころむ多いa
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新
任
ご
挨
拶

福
田
弘
行

伊能忠敬研究第 27号 2001年

忠
敬
さ
ん
と
の
出
会
い
は

一
九
九

O
年
町
「
四
千
万
歩
の
男
』
か
ら
拍
ま
る
a

日
軽
新
聞
の
お
ヒ
ミ
十

i
で
渡
辺
代
表
と
研
究
会
の
存
在
を
知
る
。
江
戸
博
、
佐
原

を
経
て
伊
能
ウ
オ

l
ク
へ
と
続
い
た
。
こ
の
十
月
で
四
二
年
半
町
会
社
勤
務
は
賞

味
期
限
に
な
る

.A待
っ
て
ま
し
た
定
年

v
E
tで
友
人
夫
妻
た
ち
と
三
日
聞
東
絵

山
を
歩
い
た
・
歩
く
の
は
伊
能
ウ
オ
i
ク
以
外
で
は
初
め
て
の
こ
と
.

伊
能
ウ
オ

l
ク
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
勤
務
先
が
麹
町
で
飯
岡
婦
の
研
究
会
事

務
所
が
繰
り
道
だ
っ
た
の
で
掴
を
出
し
た
こ
と
か
ら
活
動
の
お
手
伝
い
が
は
じ
ま

る
a

い
ま
ま
で
会
社
人
間
で
世
間
知
ら
ず
唱
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
に
感
む

す
る
。だ
が
今
度
の
事
務
局
入
り
に
は
迷

5
.会
員
に
は
そ
の
道
の
先
達
が
多
く

素
人
的
世
界
と
は
遣
い
そ
う
で
，
そ
三
を
超
え
る
の
も
い
い
と
割
り
切
る
・

伊
能
ウ
オ
!
ク
で
は
各
地
を
八
回
訪
ね
本
節
陣
ス
テ
ー
ジ
障
エ
リ
ア
障
の

方
々
と
の
交
流
が
広
が
る
.
行
く
先
々
で
郷
土
の
偉
人
や
旧
跡
に
め
ぐ
り
合
う
・

秩
図
で
の
菅
江
真
授
、
富
山
で
は
石
黒
信
由
‘
一
一
一
重
か
ら
和
歌
山
へ
の
熊
野
古
道

缶
鋭
、
五
島
で
の
復
部
貞
兵
衛
の
墓
守
、
萩
の
吉
国
鈴
陰
な
ど
と
て
も
鮮
明
だ
っ

た
2

時
代
は
伊
佐
さ
ん
よ
り
ず
っ
と
後
だ
が
全
国
を
歩
い
た
旅
田
巨
人
・
宮
本
常

一
の
「
歩
く
見
る
・
聞
く
」
に
は
大
い
に
納
得
@
広
が
る
世
界
を
感
じ
と
る
，

新
宮
市
役
所
で
み
つ
け
た
。
「
実
に
星
野
辺
に
花
熊
野
は
人
で
悟
り
た
い
」

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
好
き
a

地
固
や
目
配
に
関
心
が
あ
る
.
ご
先
組
さ
ま
の

関
係
で
幕
末
的
「
尾
蝿
欧
行
漫
揖
」
か
ら
樺
太
の
地
図
が
知
り
た
い
.
家
で
は
専

業
主
婦
に
=
男
-
女
。
一

人
は
組
立
.
パ
ソ
コ
ン
町
指
導
役
を
務
め
る
。
佐
原
さ

ん
と
い
う
先
輩
か
ら
ふ
く
た
を
百
み
込
ん
だ
の
歎
を
も
ら
う
.

「
徹
怖
と
香
り
て
情
し
悔
一
絞
た
だ
人
の
役
の
糧
と
な
り
ぬ
る
」

会
且
各
位
の
何
分
の
ご
支
瞳
ご
協
h
H
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

(
事
務
局
長
)

. 

忠
敬
談
話
室
だ
よ
り

O
札
輯
テ
レ
ビ
か
ら
の
お
便
り
で
す
，

先
日
は
た
い
へ
ん
長
い
お
時
聞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・
(
一
C

月
一
七
日
の
伊
能
忠
敏
嗣
像
完
成
配
者
発
表
当
日
に
‘
渡
辺
代
表
が
源
空
寺
か
ら

発
表
金
属
ま
で
畏
い
時
間
付
き
合
い
ま
し
た
}
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ご

迷
感
を
お
か
け
し
ま
し
た
-
』
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
.

さ
て
、
除
幕
式
に
は
日
本
テ
レ
ど
か
ら
カ
メ
ラ
が
お
向
い
し
ま
し
た
が
‘
も
の

す
ご
い
眠
わ
い
で
し
た
ね
。
こ
れ
d
b

闇
心
の
高
さ
の
表
れ
と
実
感
し
ま
し
た
園

今
後
、
来
年
夏
の
放
送
を
目
指
し
て
、
内
容
を
つ
め
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
闘
い
申
し
上
げ
ま
す
.

{
札
幌
テ
レ
ピ
赦
珪
遊
佐
莫
己
子
)

札
棋
テ
レ
ピ
は
地
方
局
で
、
日
本
テ
レ
ピ
系
列
で
す
，
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
。

系
列
局
が
全
国
ネ
ッ
ト
で
流
す
醤
組
を
作
る
場
吾
が
あ
る
そ
う
で
す
。
企
画
提
案

が
と
お
っ
て
、
伊
能
忠
敬
を
一
時
間
番
組
で
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
マ
ニ
れ
ほ

ど
大
き
な
番
組
合
や
ら
せ
て
も
ら
う
の
は
閉
め
て
で
す
a

と
レ
ポ
l
タ
兼
ア
リ
J

ス

タ
ン
ト
は
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
e

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
.
薪
人
の

一
生
賂
命
な
聾
は
好
ま
し
い
の
で
雨
の
な
か

を
長
時
間
付
き
合
い
ま
し
た
が
、
勉
強
が
足
り
な
い
の
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。
全

国
何
処
を
と
っ
て
も
い
い
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
な
の
で
す
か
ら
絶
舟
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
成
功
を
祈
る
ば
か
り
で
す
.

{
撹
辺
)
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O
武
揚
堂
で
製
作
中
の
地
園
帳
『
伊
能
中
図
』
が
い
よ
い
よ
完
成
し
ま
す
.
伊
能

中
国
を
原
寸
の
ま
ま
七
四
般
に
分
け
て
、

A
3
版
の
地
図
帳
と
し
た
も
の
で
、
各

国
に
渡
辺
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
，
佐
久
間
違
夫
氏
が
丹
精
し
た
精
密
な
測
量

ル
ト
固
を
は
じ
め
、
各
地
の
代
表
的
伊
能
田
町
紹
介
忠
敬
町
人
生
や
伊
能
測



量
術
の
漫
画
紹
介
な
ど
、
伊
能
図
M

静
観
的
決
定
版
で
す
・
た
ぶ
ん
大
谷
亮
奮
の
「
伊

能
忠
敏
』
ど
ど
も
に
歴
史
に
控
る
図
書
と
な
る
で
し
ょ

-Z

執
筆
は
、
金
側
卸
会
員
で
、
渡
辺

一
郎
、
橋
水
嫡
夫
‘
昼
間
正
利
、
小
島
久
武
(
武

鑓
堂
社
長
)
町
田
氏
で
す
.
監
修
は
伊
能
忠
敏
研
究
会
と

a本
国
陣
地
図
学
会
.

研
究
会
会
員
に
は

D
M
が
珪
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
申
し
込
む
渇
合

特
価
は
九
九
八

O
円
(
予
定
}
で
す
。
特
価
終
了
後
は
一

三
八

O
O円
と
の
こ
と

で
す
.
梱
希
望
の
方
は
特
価
で
お
陶
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

O
伊
能
忠
敏
銅
像
燈
立
銀
告
書
を
鋭
意
作
成
中
で
す
.
本
報
告
書
は
『
江
一戸
の
伊

能
忠
敬
』
と
屈
す
る
葺
警
本
で
、
募
金
に
応
じ
て
い
た
だ
い
だ
寄
付
者
調
芳
名
、

嗣
像
写
真
掴
俊
周
辺
の
忠
舷
ゆ
か
り
の
地
、
聞
係
地
圏
、
除
幕
式
獲
係
、
江
戸

に
お
け
る
忠
敏
史
料
と
し
て
江
戸
日
記
の
解
醍
文
、
伊
能
割
量
の
全
日
程
表
{
佐

久
間
車
夫
氏
制
作
)
な
ど
を
添
付
し
、
忠
敏
史
料
と
し
て
も
充
分
価
値
あ
る
む
の

と
す
る
予
定
で
す
.

体
裁
は
、
A
4
臨
二
百
数
十
頁
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
と
し
、
五

O
O部
程
度
印
刷

し
て
、
募
金
に
応
じ
た
各
団
体
金
園
田
主
要
図
書
苗
に
誼
呈
し
て
永
久
保
存
を

お
願
い
し
ま
す
.

会
員
各
位
で
、
有
料
で
入
手
希
望
が
あ
れ
ば
会
で
費
用
を
追
加
し
て
印
刷
部

教
を
滑
加
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
.
値
段
は
五

・
六
千
円
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
.
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
.
官
界
金
者
全
員
に
は
睦
過
の
復
葺
、
除
幕
式
、
寄
付
者
御
芳
名
と
伊
能
測

室
町
金
B
程
表
を
振
付
し
た
約

-
O
O頁
町
一
般
報
告
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
・
伊
能
測
量
の
全
日
程
表
は
た
い
へ
ん
便
利
な
史
料
で
す
・御
活
用
く
だ
さ
い
.

O
ア
メ
り
カ
大
図
発
見
以
来
、
各
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
，

尖
同
通
信
の
強
い
要
望
で
前
回
調
査
で
也
撮
っ
て
き
た
フ
ィ
ル
ム
を
扱
い
ざ
ら
い

二
回
も
迫
加
世
間
し
て
多
数
回
地
方
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
e

三
回
目
の
と
き
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
貰
っ
た
サ
ン
プ
ル
四
枚
分
の
画
像
と
広

島
地
区
の
錘
目
着
色
画
像
に
伊
能
洋
、
浅
井
ふ
さ
両
氏
に
諸
色
し
て
い
た
だ
い
た
サ

ン
プ
ル
も
公
開
し
ま
し
た
。
日
経
、
置
桂
で
大
き
く
線
道
さ
れ
ま
し
た
・
北
海
道

斬
聞
は
二
幽
中
央
の
い
い
緬
所
で
し
た
。

提
供
し

O
岡
本
テ
レ
ピ
系
金
国
三
一
局
ネ

y
卜
番
組
の
「
知
っ
て
る
つ
も
り
ワ
」
で
伊
能

忠
敬
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
・
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
放
映
予

定
で
す
ロ
そ
れ
で
ワ
μ
ン
ト
ン
に
大
図
を
撮
り
に
ゆ
く
括
が
進
ん
で
い
ま
す
。

O
除
幕
式
由
加
藤
剛
さ
ん

除
幕
式
が
終
わ
っ
て
童
館
で
徳
銀
会
を
聞
い
て
い
る
と
き
、
仕
事
を
終
え
た
加

藤
剛
さ
ん
が
控
え
室
に
戻
っ
て
来
る
の
を
お
見
か
け
し
ま
し
た
。
忠
敏
先
生
の
扮

装
で
階
段
を
聾
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
す
が
、
い
か
に
も
疲
労
困
惣
と
い
っ
た
僚
で

控
え
室
に
入
っ
て
い
く
の
を
見
て
.
あ
あ
剛
さ
ん
も
も
う
六
+
数
銭
。
い
つ
も
パ

リ
フ
と
し
て
に
こ
や
か
に
し
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
は
大
重
な
ん
だ
な
あ
と
感
じ

入
り
ま
し
た
@
加
藤
串
敬
先
生
‘
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
，

そ
れ
に
し
て
も
五
五
緩
か
ら
七

O
歳
過
ぎ
ま
で
、
生
聞
を
測
量
し
て
迫
っ
た
本

物
の
忠
敏
先
生
は
、
そ
の
ご
苦
労
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
・
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
・
(
掴
集
委
員
前
関
幸
子
さ
ん
}

64-

O
映
画
「
伊
能
忠
敏
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
司
成
功
を
祈
る
ば
か
り
で
す
，
初
白

直
前
に
古
賀
社
長
か
ら
研
究
会
と
伊
能
さ
ん
に
ご
後
笹
が
あ
り
ま
し
た
会
「
加
藤

さ
ん
、
ト

1
ク
番
組
に
数
多
く
出
演
し
て
暁
面
的
宣
伝
を
し
て
気
の
毒
な
く
ら

い
の
鈴
カ
で
す
』
と
伊
健
闘
子
さ
ん
，
加
訴
さ
ん
の
真
面
目
さ
は
、
現
渇
で
よ
く

見

て

い

る

が

、

大

甚

な

こ

と

だ

と

お

も

う

，

(

渡

辺

)



伊

能

忠

敏

研

究

会

御

案

内

一
、
本
会
は
伊
能
忠
敬
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

二
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
会
報
の
発
行

発
表
誌

年
三
回
以
上
、

②
例
会
・
見
学
会
の
開
催

③
忠
敬
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
ま
た
は
共
催

④
そ
の
他
付
帯
す
る
事
業

三
、
入
会
方
法
等

交
流
誌

年
三
回
以
上

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
便
娠
替
の
送
金
者
氏
名
欄
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、

F
A
X
番
号
な
ど
を
明
記
し
、
通
信
欄
に
は
専
門
分
野
、
趣
味
分

野
、
入
会
の
動
機
、
本
会
に
対
す
る
希
望
な
ど
御
意
見
を
書
き
添
え
て
、
入
会

金
四
千
円
、
年
会
費
六
千
円
、
合
計
一
万
円
を
左
記
に
お
送
り
下
さ
い
。

会
計
年
度
は
、
四
月
か
ら
三
月
で
す
が
、
年
度
途
中
よ
り
御
入
会
の
場
合
は
、

当
該
年
度
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
す
べ
て
お
送
り
し
ま
す
。

送
金
先
〈
室
番
が
六
一
八
に
変
更
。
乞
御
注
意
)

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
の
二
八
の
六
一
八

伊
能
忠
敬
研
究
会

-T
一
六

郵
便
娠
替
口
座

0
0
一
五

O
l六
|
O七
二
八
六
一

O

投

稿

規

定

会
員
は
発
表
誌
、
交
流
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
二
回
の
掲
載
は
、

原
則
と
し
て
四
頁
で
す
。
越
え
る
場
合
は
分
載
ま
た
は
、
間
隔
を
お
い
て
掲
載

し
ま
す
。
提
出
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
否
は
編
集
部
に
一
任
し
て
下
さ
い
。

原
稿
の
状
況
は
お
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

一
頁
は
二
段
組
3
1
字
×

2
6
行
、
三
段
組
2
0
字
×

3
0
行
で
す
。
タ
イ

ト
ル
は
五
行
分
と
し
ま
す
。
写
真
、
図
表
は
大
き
さ
を
考
麗
し
て
下
さ
い
。

伊

能

忠

敬

研

究

会

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

伊
能
忠
敬
研
究
会
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

任
理
事
の
担
当
で
す
。

U
R
L
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
般
情
報
は
大
友
常

同回件仲間】一、言巧
4
『

-
M
∞
-E明
-oe。
・
ロ
£
旬
、
白

Z
Z
P
E
r
-
E
B
-

史
料
情
報
に
つ
い
て
は
、
「
伊
能
忠
敬
研
究
会
資
料
室
」
と
し
て
坂
本
幹
事
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
伊
能
図
の
所
在
一
覧
、
伊
能
忠
敬
関
連
史
料
リ
ス
ト

な
ど
が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

宮
省
一
ミ
4

司4
司君・

aqptgdE-ロ。・』
1
A
-
z
r包
囲
。

「ー一一

編
集
後
記

O
初
め
て
の
編
集
で
は
印
制
原
稿
に
す
る
ま
で
新
し
い
出
来
事
だ
ら
け
で
し
た
。

ま
だ
、
渡
辺
代
表
の
負
担
軽
減
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
腕
を
上
げ
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
以
前
に
比
べ
て
ペ
ー
ジ
数
で
倍
に
、
発
行
頻
度

も
年
四
回
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

O
十
一
月
二
日
の
朝
日
新
聞
の
声
欄
に
「
埼
玉
を
歩
こ
う
小
三
の
仲
間
と
」
の

記
事
が
の
り
ま
し
た
。
伊
能
ウ
オ

l
ク
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
が
東
松
山
で
再

会
に
な
り
、
続
き
が
四
日
の
埼
玉
版
の
記
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
会
員
の

川
上
清
さ
ん
の
出
来
事
で
す
。
三
日
聞
を
毎
日

5
0
J
歩
い
て
い
ま
し
た
。

O
富
岡
八
幡
宮
に
立
派
な
忠
敬
銅
像
が
完
成
し
ま
し
た
。
下
町
の
風
情
と
歴
史

探
訪
を
か
ね
て
一
度
お
出
か
け
下
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
の
劇
場
公
演
に
続
い

て
映
画
「
伊
能
忠
敏
・
子
午
線
の
夢
」
が
全
国
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
測
量

場
面
な
ど
ロ
ケ
が
入
り
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
。

(
F
)
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